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水道だよ り　 第３３号

令和 ４年 ６　ＪＥ１　１　日発 ｆｉ・

鬼＝１ヒ ＩＢＴ役　水道課
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水質検をぎ十回は、水源からご家庭の給水栓にｉｉるまでの水質管ＩＩＩをｎうために、 水質検・

項目 や検査回数を定めたものです。 鬼：｜ヒ ｌＴでは、国の定めている基準に基づき、水源の状Ｓや

ａｉｌｉの水質検査結果に応じて、令和４年度水質検を計回を下の表のとおり策定いたしました。

鬼ｔｌＴでは、安をでおいしい水を回ＩＲの皆さんに提供するために、 毎事業年度の開始前に
水質検査計回を策定し、定期白ぐ】 に水質検査を行っています。

なお、水質検を計回および水質検を結ｌｌの詳細については、 水道課で回覧することもできま

すし、鬼ｔｌＴホームページに掲載しております。

水質検査計画
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水ｉｌ基 準項目

一般細菌

大腸菌

カドミウムａびその化合物

水銀ａびその化合物

セレンａびその｛ヒ合物

鉛Ｒびその｛ヒ合物

ヒ素ａびその４ヒ合物

六価クロムａびその化台物

ｉｉ硝酸態Ｓ素

シアン４ヒ物イオンａび塩４ヒシアン

硝酸態Ｓ素ａび１１硝ＳＳＳ素

フツ素ａびその｛ヒ合物

ホウ素ａびその４ヒ台Ｓ

回塩化炭素

１． ４－ ジオ キサン

シスー１ ．２－ジクロ ロエチレンａびト

ランスー１． ２－ジク ロロエチレン

ジク ロロ メタン

次ページ に続く

検をｉま

頻　　度
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１回／３年

｜回 ／３年

１回 ／３年

１回 ／３年

｜回／３年
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前ページの続き

番
号

水質 基準 項目

１８　 テト ラク ロロ エチ レン

１９　　トリ クロ ロエチレン

２０　 ベンゼン

２１　 塩素酸

２２　 クロ ロ酢酸

２３　 クロ ロホルム

２４　 ジク ロロ酢酸

２５　 ジブ ロモクロ ロメ タン

２６　 臭素酸

２７　 総ト リハ ロメ タン

２８　 トリ クロ ロ酢酸

２９　 ブロ モジクロ ロメ タン

３０　 プロ モホルム

３１　 ホルムアルデヒド

３２　 １１鉛ａびその４ヒ合物

３３　 アルミニウムまびその化合物

３４　 鉄ａ びそ の化合物

３５　 銅Ｘびその４ヒ合物

３６　 ナト リウムａびその化合物

３７　 マン ガンａびその化台物

３８　 塩４ヒ物 イオン

３９　 カルシウム、マグネシウム等（硬度）

４０　 蒸発残留物

４１　 陰イオン界・活性剤

４２　 ジェ オス ミン

４３　 ２－メテルイ ソボルネオール

４４　 非イオン界ｉｌ活性剤

４５　 フェ ノール類

４６　 有機物（・有機物炭素 （ＴＯＣ）のＸ）

４７　 ＰＨ値

４８　味

４９　 臭気

５０　 色度

５１　 濁度

検査実施
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１回／ｊＥＩ
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Ｓミ 検査実施頻度は水道法施行規則で定められており、省略ｉｌ・能な項目 については、 水Ｓ

の状況やａもの水質検を結ｊＲによって、最大・３年に１ 回まで回数を減らすことができ

ます。・は臨時検査。

Ｓミ 水質検査はＥ水ＩＺ域ごとにぞｉなっています。

１・上水道事業： 成Ｊ ＩＩ 、牛野Ｊ ＩＩ 、ｌｉ永、広ｌ，、成藤。 吉波、大藤、 奈良、大宿、 ま日ヨ、 清水、
Ｓ野 ４． 下大野、 葛Ｊ ＩＩ 、古 Ｊｉｌ、 小松ａび面きの各Ｅ水 ＩＺ縦

奈色、濁りａび残留塩素（０． １ｍｇ／｜な上） については、 水道法に基づき検査を行ないます。
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水道だよ り（ ３）

令和４年度鬼ｔｍ：「水道事業予算は、 令加４年３ＪＥ１ ２３ 日に開かれた令和４年第１ 回鬼ｔｌＴ議
台定例会で議決されました。予算の概Ｓはまのとおり です。

ａ１１ＳａゾＵ１６ｇ：ＩＷ

この予算は、 水道事業を経営する上でｊｌｌＥする水道料金等の収入と、それに対１むするｉ，・

な１１１１を・積もったものです。

令和４年度は、収入予算額を前年度にヒ １３０万７千 ＦＩ （０．３ ９６）滅の４億１ ，４９４万Ｆエｌ 、支ｉ
予算額を前年度ｊ：ヒ １４０万５千ＦＩ （０．４９６）増の３億３，７７９万Ｐヨを計上しました。
収入

給水１１又益 （水道料金） は、 前年度ｊｔ２０７万８千ＦＩ（ ０． ７９６） 減の２億７， ７３８万６千ＦＩ のｌｌ又入
を見３１みました。また、 一般会計補助金は、前年度 １：ヒ２００万ＦＩ（ １１ ．１ ９６）減の１ ，６００万ＦＩを
計上しました。

支出

営ｔ費ｌｉｌ ［水道施設の管１１、 水道料金のＳＩＩ又、 固定資産の減・償１１］などにＳする費Ｊｉｌ）に
ついては、前年度１：ヒ１ ，１ ４１ 万３千Ｆ９（４． １９も） 増の２億８， ７１ ２万５千ＦＩを計上いたしました。
また、営業夕１，費ｌｉｌ （企業債支払手１１息、消費税の支払いなどにＳする費ＪＩ） には、企業債支払

ｉｊ息の減などにより 、前年度ｊｔ ｌ， ０００万８千 ＦＩ （１ ６． ８‘Ｍ））減の４，９４６万５千Ｆ９を計上しまし

た。

収　 入　　　　　　　　　　　　　　　　支　ｉ

給水収益，

２７７，３８６

長期前受金戻入，

１２１，０８４

一般会計補・金，

１６，０００　

収入予算額
４１４，９４０千円

水道施設の維持・管ＳにＳする費ｊＦＩ，

７５，３１９

水道料・の微ｌｌ又等にＳするｌｊｌ

２１ ，１ ４８

企業債ま払ｉ』息，

３３，４１０

その 他の 収入，

４７０・

その他の 支■，

２，４０５

減価僕却費等，

１８９，５０８

消費税等

１６，０００

支ｉ予算額
３３７，７９０千円



水道だよ り（４）

資本Ｓａλ及び支出

この予算は、 １：■債償ａｔ、 施ａ・備にＳする経費 （工事費・） の１１又支についてｊｌ積もった

ものです。

今年度は、鬼ｔｌＴ上水道施設電気計装設備・新工事、継続事業として ｉ！！ｉ ｌ； ４ｊｔｌＺのき朽
４ヒしたＥ水管の布設替工事等を実施する予定です。

収入については前年度ｊｔ２億９， ７３４万８千 ＦＩ （１ ９５．６ ９・６） 増の４億４， ９３７万 ｜エｌ、 支ｉに
ついては前年度１ｔ２１８，９６３万４千ＦＩ（８９．６９も）・の６億１ ，３０４万１ 千ＦＩをそれぞれｌ十上
しました。

収入

企業債の ｉ；ｔ償還に対する一般会ｔｔ負担金は、前年度と回額の８， ０００万 ｜エｌを計上 し、水
道施設加入に係る施設負担まについても、前年度と回額の １０１万２千 ＦＩを計上いたしまし

た。 また、継続一新規事業に伴う財Ｓとして、Ｉ庫補ｌ］金４，７ １４万８千ＦＩ、 企業債３億２，１ ２０
万Ｆ９を計上 しました。　　　　　　ｊ

支ｌ

建設改ｇ１費 （電気計装設備更新工事、 Ｅ水管の布設替等施設更新にＳする費Ｊｉｌ ）について
は、 前年度１七２億８，４７６万１ 千Ｆミ｜ （２？１・５ ．　 ２９６） 増の４億８９万４千ＦＩモｌとなっておりますｏ ：１業債
償ａ・には前年度ｊ＝ヒ４８７万３千Ｆ９（ ；１ ．４９６ ）ｊｌの２１ １， ２１ ４万７千 ＦＩを計上しました。

ｄｌ

収　 入　　　　　　　　　　　　　　　　支　ｉ

支ｉ予定ｇに対するぞ ｊｉ１額 （積２金等で補填 ），

１６３，６７１

Ｓ＿ 国庫補助金， ４７，１ ４８
一般会計負担金， ８０ ，０００‘

企業債， ３２１，２００

ｊｌ又入予算額
４４９，３７０千円

Ｉｘｌｘ　，｜

施設負担金， １，０１２

その他の 収入 ，１０
建設改良 費， ４０ ０，８９４

企業憤僕還・，２１２，１ ４７

支ｉ予算額
６１ ３，０４１千円

水道の使ｊｉｌ開始・中止・工事をされる方は手続きがあＳです
○水道の使ｊｌｌを開始するとき‥ ‥‥ ・‥ ‥‥水道使丿目ｉ （開栓■）の提ｉ
Ｏ水道の使ｍを・キｌ止するとき‥ ‥。 ；‥ ‥‥水道使Ｊｌｌ■（中止届）の提ｉ
Ｏ相続などで使Ｊｉｌ者の４５前を変・するとき‥・水道使ＪｌｌＳ（変・届） の提ｌ
Ｏ給水装置の新ｔ、改造、 修繕又は撤まするとき ‥・ 給水装置工事串Ｒ書の提ｉ

（ａＥ意ｌ水道使Ｊｉｌ・ （４１止届）の提ｉがなければ、いつまでも水道料金が掛かります。


